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MA核変換高速炉において、MA装荷量及びMAを均質装荷した炉心と非均質に装荷した炉心おけるMA

核変換量の感度解析及び不確かさ評価を実施した。その結果、MA 装荷量や装荷方法の違いによる MA 核

変換量の不確かさの差は小さいことが分かった。更に、MA 均質炉心について本研究で新たに作成した調

整断面積の使用による、MA核変換量の不確かさの低減効果を評価した。 
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1. 緒言 MA 変換高速炉において、MA の装荷量や MA の装荷方法が核変換量の不確かさにどのような影

響を与えるかを評価することは重要である。そこで、MA 核変換高速炉において、MA 装荷量及び MA を

均質装荷した炉心と非均質に装荷した炉心おけるMA核変換量の感度解析及び不確かさ評価を実施した。 

2. 数値計算 評価対象とした MA 変換高速炉は熱出力 1765MWt であり、ナトリウムプレナムが設置され

ている。今回、MAの装荷量は均質装荷炉心では 6wt%と 11wt%、非均質装荷炉心はMAターゲット集合体

に 20wt%装荷することを想定した。数値計算はMARBLE2[1]と JENDL-4.0[2]を使用した。 

3. 結論 表にMA装荷量の違いによるAm-241核

変換量に対する燃焼感度係数を示す。表より感度

係数の差は小さいため、不確かさの差も小さいこ

とがわかる。図に MA の装荷方法の違いによる

MA 核変換量に対する各核種の不確かさを示す。

その結果、MA 非均質装荷炉心における核変換量

の不確かさは少し大きくなるがその差は小さいこ

とが分かった。本研究で新たに作成した調整断面積

の使用による、MA 核変換量の不確かさの低減効果

は発表で示す予定である。 
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表 MA 装荷量に対する感度係数 

図 MA核変換量に対する各核種の不確かさ 
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